
今回の平成２７年４⽉号は、協会の新体制とご挨拶をお届けします。
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理事⻑ 遠藤 光⼀

過⽇、仙台を中⼼に⾏われた国連世界防災会議に出席し、世界が福島を「悲劇のフクシマから奇跡の
フクシマ」となるよう期待、注視していることを実感いたしました。

当協会では、引き続き、新地町を始めとする被災市町村に寄り添った復興まちづくりや、住みたくな
るデザイン設計を通した⼀⽇も早いコミュニティの復興公営住宅整備を最優先で進めてまいります。

また、昨年より無⼈ヘリで撮影した復興状況や、英⽂による街区デザインをホームページにアップ、
ふくしまの復興の「⾒える化」を推進します。

さて４⽉１⽇より、退職する⼤和⽥事務局⻑、磯⾙技術参事両名の円滑な協会運営の継続と拡充を図
るため、県職員を退職された沼⽥和夫⽒を事務局⻑に、また、理事会了承のもと、磯⾙信⽒を初めての
協会プロパーの常務理事にお迎えし、⼀⽅、浜通りの市町村の復興まちづくり⽀援強化のため、いわき
事務所を移転増床、増員してまいります。

⾮常事態は継続中です。職員及び協⼒会社には経験したことのない相当量の激務をお願いしています。
皆様にはご迷惑をおかけする場⾯が多々あるかと思いますが、より⼀層の指導、ご鞭撻の程、よろしく
お願い申し上げます。

福島は美しい花の季節を迎えています。梅の花は冬が厳しいほど美しい⾊と芳醇な⾹りを漂わせると
⾔われています。花を慈しみ育て、未来の⼦どもたちに引き継ぐことが私たちの責務であると思います。

復興災害をバネに、地域⾵⼟に根差した五感の⼼が和む、新しい理念のまちづくりを積極的に展開し
てまいります。

「奇跡のふくしま」へ

常務理事 磯⾙ 信

本年2⽉の理事会において選任され、４⽉１⽇より常務理事に就任いたしました。今更に⼤変な重責
をお預かりしたと、⾝の引き締まる思いでございます。

はなはだ微⼒ではございますが、わずかでも理事⻑のお⼒になれればと考えております。
理事⻑の年頭所感「（公財）福島県区画整理協会の胎動、イノベーションの元年」として、県区協の

春となるよう、イノベーションの花を咲かせるつもりで、職務に携わる所存ですので、何卒なお⼀層の
ご指導ご⽀援をよろしくお願いいたします。

発⾏⼈ /  遠藤 光⼀

事務局⻑ 兼 総務課⻑ ⼤和⽥ 正彦

平成２７年３⽉３１⽇をもって協会を退職する事となりました。協会に採⽤されたのが東⽇本⼤震災
発⽣後の平成２３年６⽉１⽇でした。あれから早くも４年になろうとしていますが、この間、会員市町
村の皆様には⼤変お世話になりました。

震災直後は、その影響により様々な事業が停⽌してしまい⼼配をしましたが、ここにきて復興事業が
本格化し協会としても県並びに市町村の復興のお⼿伝いが出来るようになりましたことを嬉しく思って
おります。

また、会員市町村の⽅々のご理解とご協⼒によりまして、平成２５年７⽉１⽇付けで公益財団法⼈へ
移⾏できましたことが、担当した仕事として特に印象に残っております。

これからも、県並びに市町村に寄り添った協会として事業を進めて参りますので、後任事務局⻑に対
しましてもよろしくお願いいたします。ありがとうございました。
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発⾏ / (公財）福島県区画整理協会

技 師 三浦 優⼈

はじめまして。このたび４⽉に新規採⽤となりました、新⼈の三浦と申します。⼤学では、⼟⽊⼯学
を学び、橋梁に関する研究を⾏っていました。区画整理については分からないことばかりですが、⼀⽇
でも早く仕事を覚え、協会の戦⼒としてまちづくりに貢献できるように努⼒していきたいと思います。

⾊々とご迷惑をおかけすることも多いかと思いますが、ご指導の程よろしくお願い申し上げます。

今年も開催しております第３回写真コンテスト！！
５⽉１５⽇(⾦）まで受け付けておりますので、出品を
お待ちしてます。

地域づくり活動⽀援事業も７⽉より申請の受付が始
まりますので、是⾮ご検討ください。

まちづくりの事なら区画整理協会にご相談を(^^)
お花⾒の季節、飲みすぎにはご注意くださいませ。

復興公営住宅（⼾建）では、原⼦⼒発電事故で避難されている皆様のこころが、少しでも和むコミュ
ニティづくりを⽬指しています。無機質な道路や短冊型の団地ではなく、住⺠の皆さんが共有の庭とし
て使える「コモン」を囲み、緑豊かな環境のなかで、震災直後から寄り添ってきた応急仮設住宅の絆も
維持できる居住者主体のコミュニティ空間です。

☆ 街区デザインのモデルを発信（協会公益事業）☆

(南⼝）

事務局⻑ 兼 総務課⻑ 沼⽥ 和夫

４⽉からお世話になっております。３⽉まで勤務していた県南地⽅振興局管内の⽮吹町では、中⼼市
街地のまちづくりとして復興住宅の建設を位置づけておりました。県内の空洞化している市街地の区画
整理は、是⾮とも進めなければならない事業であると思います。

精⼀杯皆さんのお仕事を⽀えられるよう頑張ります。

いわき市⼩川郷のコモンを取り⼊れた復興公営住宅のイメージパース


